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第１章  騒音・振動 

1. 調査概要 

1.1  調査項目 

国道 1 号線（プノンペン-ネアックルン間）沿道において、供用後に住民に騒音・振動の影響が

懸念される代表 5 箇所において騒音・振動の測定をおこなった。 

 

1.2  調査期間 

各項目の調査期間を表 1.2.1 に示す。 

表 1.2.1  各項目の調査期間 

調査地点名 調査期間 

T-1 2005 年 3 月 14 日（月）6:00～18:00 

T-2 2005 年 3 月 13 日（日）6:00～18:00 

T-3 2005 年 3 月 11 日（金）6:00～18:00 

T-4 2005 年 3 月 10 日（木）6:00～18:00 

T-5 2005 年 3 月 9 日（水）6:00～18:00 

 

1.3  調査地点 

調査地点一覧表は表 1.3.1 に示すとおり。 

表 1.3.1  調査地点一覧表 

調査地点記号 
起点（モニボンブリッジ） 

からの距離［km］ 
地点目標等 

T-1 1.6 学校 

T-2 4.1 住居地域 

T-3 5.9 学校附近 

T-4 35.2 寺院 

T-5 46.0 住居地域 
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1.4  調査方法 

1） 騒音 

等価騒音レベル及び時間率騒音レベルの測定は、｢騒音に係る環境基準について（平成 10 年 9 月

30 日環境庁告示第 64 号）｣に定める方法を基本とし、計量法第 71 条の条件に合格し、且つ JIS C 

1502 付属書｢等価騒音レベル、単発暴露騒音レベルを求めるに必要な機能｣を備えた｢積分型騒音

計｣を用いて 12 時間連続で観測した。尚、瞬時値は 200ms 間隔で騒音計に内蔵された記憶部に連

続でデータを取り込み蓄積し、蓄積されたデータは、メモリーカードを介してコンピュータへ転

送し、統計値を演算処理した。 

また、騒音測定時における気象状況として、毎時間ビラム微風速計を用いて風向・風速及び天候

の観測をおこなった。騒音レベルの測定条件は、表 1.4.1 に示すとおりである。 

表 1.4.1  騒音レベルの測定条件 

項目 設定条件 

積分型騒音計の周波数特性 A 特性 

積分型騒音計の動特性 Fast 

瞬時値のサンプリング間隔 200ms 

瞬時値のサンプリング数 216000 個 

マイクロホン高さ 1.2m 

防風スクリーン 常時着用 

 

 

2） 振動 

測定機器は｢計量法第 71 条｣の条件に合格した振動レベル計を用い、測定方法は｢JIS Z 8735｣

に定められた｢振動レベルの測定方法｣に準じ、メモリー機能を備えた振動計を用いて 12 時

間連続で観測した。尚、瞬時値は 1 秒間隔で振動計に内蔵された記憶部に連続でデータを取

り込み蓄積し、蓄積されたデータは、メモリーカードを介してコンピュータへ転送し、統計

値を演算処理した。振動レベルの測定方法を表 1.4.2 に示す。 

表 1.4.2  振動レベルの測定条件 

項目 設定条件 

振動レベル計の振動感覚補正回路 鉛直振動特性 

振動レベル計の動特性 VL 

測定成分 鉛直成分 

瞬時値のサンプリング間隔 1 秒間隔 

瞬時値のサンプリング数 43200 個 
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3） 風向・風速 

風向の観測は、ビラム式風速計に付属している風向計を毎正時から 10 分間について、最

多風向を目視により観測した。また、風速はビラム式風速計を用いて、毎正時から 10 分間

の平均風速を測定した。 

 

 

1.5  使用機器 

騒音・振動調査で使用する計測機器は、表 1.5.1 に示すとおりである。 

表 1.5.1  使用計測器 

項目 機器名称 製造会社 形式 測定範囲 周波数範囲 

騒音 積分型騒音計 NL-22 28～130dB 20～8000Hz 

振動 振動レベル計 

リオン㈱ 

VM-53A 28～120dB(鉛直振動特性) 1～80Hz 

風向 360° 360° 

風向・風速 
中浅式風向風速計 

(ビラム式風速計) 
中浅測器㈱ A-110 

風速 1 目盛風程 1m 1～15m/s 

天候 目視により観測する。 

 

 

1.6  調査結果の整理方法 

1） 騒音 

騒音計に蓄積された 12 時間分の瞬時値は、コンピュータを用いて 60 分毎に等価騒音レベ

ル(LAeq)及び時間率騒音レベル（LAX）を演算処理し、一覧表に整理した。 

尚、救急車のサイレンや歩行者の話し声等の道路交通騒音以外の騒音については除外した

が、クラクションについては走行時高い頻度で使用されている交通事情から道路交通騒音の

範囲内であると考え、除外をおこなわなかった。 

2） 振動 

振動計に蓄積された 12 時間分の瞬時値は、コンピュータを用いて 60 分毎に等価振動レベ

ル(Leq)及び時間率振動レベル（LX）を演算処理し、一覧表に整理した。 
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2. 調査結果 

2.1  騒音 

騒音レベルの測定結果を表 2.1.1 に、等価騒音レベルの経時変化を図 2.1.1 に示す。 

各地点における 12 時間の等価騒音レベル（LAeq）は 58.8～68.7dB であり、最大は T-1 地点，

最小は T-5 地点であった。また、各地点の 12 時間の最大値（LAmax）は 88.7～102.5dB であり、

音源の大半がクラクションによる騒音で占められていた。 

環境基準は T-5 地点で満足していたほかは、同基準を 2dB～24dB 超過していた。 

表 2.1.1  騒音レベルの測定結果 

調査地点 T-1 T-2 T-3 T-4 T-5 

道路中心から敷地境界まで

の距離[m] 
15 30 30 30 30 

用途地域 
病院・学校等に

近接する地域 
住居地域 

病院・学校等に

近接する地域 
住居地域 住居地域 

12 時間 68.7 62.1 62.6 62.0 58.8 

最大 69.6 63.9 64.3 63.8 60.1 

等価騒音 

レベル（LAeq） 

［dB］ 最小 67.7 60.2 61.0 60.1 57.0 

環境基準 45 60 45 60 60 

環境基準の適否 × × × × ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.1  騒音レベルの経時変化 
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2.2  振動 

振動レベルの測定結果を表 2.2.1 に、振動レベルの経時変化を図 2.2.1 に示す。 

各調査地点における 12 時間の等価振動レベルは 33.0dB～40.9dB であり、最大は T-3 地点，

最小は T-5 地点であった。また、経時変化は各地点概ね横ばいに推移しており、時間経過によ

る大きな変動はみられなかった。 

参考までに、日本国における評価方法である時間率振動レベル（L10）の 12 時間平均は、35.6

～44.4dB であり最大は T-3 地点，最小は T-5 地点であった。 

表 2.2.1  振動レベルの測定結果 

地点番号 T-1 T-2 T-3 T-4 T-5 

現敷地境界から将来敷地

境界までの距離[m] 
15 30 30 30 30 

用途地域 
病院・学校等に

近接する地域 
住居地域 

病院・学校等に

近接する地域 
住居地域 住居地域 

12 時間 38.2 39.9 40.9 39.7 33.0 

最大 39.6 41.0 41.7 41.9 36.2 
等価振動 

レベル（Leq） 

［dB］ 最小 36.2 37.7 39.5 34.8 30.6 

12 時間 41.3 43.2 44.4 42.6 35.6 

最大 42.7 44.6 45.6 45.7 37.4 

時間率振動 

レベル（L10） 

［dB］ 最小 39.5 41.1 42.9 37.6 33.7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1  振動レベルの経時変化 
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第２章  大気汚染 

1. 調査概要 

1.1  調査項目 

騒音・振動及び交通量の調査地点と同一場所において、一酸化炭素（CO），二酸化窒素（NO2），

二酸化硫黄（SO2），全粒子状物質（TPM）の 4 項目について測定をおこなった。 

 

1.2  調査期間 

各項目の調査期間を表 1.2.1 に示す。 

表 1.2.1  各項目の調査期間 

調査地点 調査期間 

T-1 2005 年 3 月 14 日（月）6:00～18:00 

T-2 2005 年 3 月 13 日（日）6:00～18:00 

T-3 2005 年 3 月 11 日（金）6:00～18:00 

T-4 2005 年 3 月 10 日（木）6:00～18:00 

T-5 2005 年 3 月 12 日（土）6:00～18:00 

 

 

1.3  調査地点 

調査地点は、「第 1 章 騒音・振動・交通量」の調査地点と同一である。 

 

1.4  調査方法 

1） 一酸化炭素（CO） 

一酸化炭素の測定方法は、検知管を専用シェルターに取り付け、高さ 4m の位置において 24

時間暴露させた後に濃度を読み取った。 

2） 二酸化窒素（NO2） 

二酸化窒素の測定は、インピンジャーに吸収液（TEA 溶液）を 20ml 注入し、0.4l/min の流量

で試料大気をサンプリングし、サンプリング後に吸収液を用いて 25ml にメスアップする。メ

スアップした試料を 10ml 共栓付試験管に分取しスルファニルアミド（1%）溶液を 1ml 加え振

倒させ 15 分室温にて放置する。後に N-1 ナフチルエチレンンジアミン 2 塩酸塩（0.1%）溶液

を 1ml 加え、振倒させ 30 分室温で放置し発色させる。発色後に分光光度計を用いて 545nm 付

近の吸光度を測定しあらかじめ作成した検量線から濃度を算出した。 
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3） 二酸化硫黄（SO2） 

二酸化硫黄の測定は、インピンジャーに吸収液（TEA 溶液）を 20ml 注入し、1～5l/min の流

量で試料大気をサンプリングし、サンプリング後に吸収液を用いて 25ml にメスアップする。

メスアップした試料を 10ml 共栓付試験管に分取しパラローズアニリン塩酸塩溶液を 2ml 加え

て振倒し 35 分室温で放置し発色させる。発色後に分光光度計を用いて 560nm 付近の吸光度を

測定し、あらかじめ作成した検量線から濃度を算出した。 

4） 全粒子状物質 

全粒子状物質の測定は、分粒器を除いたホルダーにあらかじめ秤量しておいたガラス繊維ろ

紙を装着し、約 3l/min の流量で 12 時間吸引する。吸引後、ガラス繊維ろ紙をデシケーター

内で乾燥後秤量をおこない濃度を算出した。 

 

1.5  使用機器 

大気質調査で使用するサンプリング及び計測機器は表 1.5.1 に示すとおりである。 

表 1.5.1  使用計測器 

項目 機器名称 製造会社 形式 測定範囲 備考 

一酸化炭素 検知管 ガステック 1DL 0.4～400ppm 24 時間暴露 

サンプラー 紀本 HS-6N － － 
二酸化窒素 

二酸化硫黄 
分光光度計 JENWAY 6105UV 可視光線域 イギリス製 

ローボリューム 

エアサンプラー 
ECOTECH Microvol1000 － ノルウェー製 

全粒子状物質 

上皿天秤 Sarturius BP210D － － 

 

 

1.6  調査結果の整理方法 

各項目の定量下限値および単位を表 1.6.1 に示す。 

表 1.6.1  調査結果の整理方法 

項目 記号 単位 調査結果の取り扱い 定量下限値 

一酸化炭素 CO ppm 整数 <1 

二酸化窒素 NO2 ppm 小数点以下第 3 位 <0.004 

二酸化硫黄 SO2 ppm 小数点以下第 3 位 <0.003 

全粒子状物質 TPM mg/m3 有効数字 3 桁 ＜0.005 
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2. 調査結果 

2.1  大気汚染測定結果概要 

大気汚染測定結果一覧表を表 2.1.1 に示す。 

各項目の濃度は、一酸化炭素 3～14ppm，二酸化窒素 0.009～0.055ppm，二酸化硫黄<0.003ppm

（定量下限値）～0.011ppm，全粒子状物質<0.005（定量下限値）～0.436ppm であり、総ての項

目で T-1 地点が最も高くなっていた。 

表 2.1.1  大気汚染測定結果一覧表 

調査地点 
項目 単位 

T-1 T-2 T-3 T-4 T-5 

一酸化炭素（CO） 14 3 6 3 10 

二酸化窒素（NO2） 0.055 0.040 0.010 0.013 0.009 

二酸化硫黄（SO2） 

ppm 

0.011 0.004 ND<0.003 ND<0.003 ND<0.003 

全粒子状物質（TPM） mg/m3 0.436 0.151 0.105 0.0507 ND<0.005 

 

 

2.2  環境基準との比較 

カンボジア王国では、測定をおこなった全項目について環境基準が定められている。環境基

準との比較を表 2.2.1 に示す。 

尚、カンボジア国内においての環境基準は、短期的評価で 1 時間平均値・8 時間平均値に設

定されている。本調査では 12 時間のサンプリングにて得られた結果を、短期的評価の 8 時間

平均値の値と比較した。環境基準を超過していたのは T-1 地点の全粒子状物質であり、環境基

準を概ね 100 mg/m3超過していた。 

表 2.2.1  環境基準との比較 

一酸化炭素 

（CO） 

［ppm］ 

二酸化窒素 

（NO2） 

［ppm］ 

二酸化硫黄 

（SO2） 

［ppm］ 

全粒子状物質 

（TPM） 

［mg/m3］  

測定結果 
基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 

T-1 14 ○ 0.055 ○ 0.011 ○ 0.436 × 

T-2 3 ○ 0.040 ○ 0.004 ○ 0.151 ○ 

T-3 6 ○ 0.010 ○ ND<0.003 ○ 0.105 ○ 

T-4 3 ○ 0.013 ○ ND<0.003 ○ 0.0507 ○ 

T-5 10 ○ 0.009 ○ ND<0.003 ○ ND<0.005 ○ 

基準値 
1h.ave：＜40ppm 

8h.ave：＜20ppm 

1h.ave：＜0.300ppm 

8h.ave：＜0.100ppm 

1h.ave：＜0.500ppm 

8h.ave：＜0.300ppm 

1y.ave：＜0.100ppm 

8h.ave：＜0.330mg/m3 

1y.ave：＜0.100mg/m3 
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第３章  水質汚濁 

1. 調査概要 

1.1  調査項目 

国道 1 号線（プノンペン～ネアックルン間）沿道において、供用後に水質汚濁が懸念される

5 箇所において、溶存酸素（DO），浮遊物質量（SS），生物化学的酸素要求量（BOD）の測定・分

析をおこなった。 

 

1.2  調査期間 

サンプリング及び分析日を表 1.2.1 に示す。 

表 1.2.1  各項目の調査期間 

項目 期間 

サンプリング 

溶存酸素（DO） 

浮遊物質量（SS） 

生物化学的酸素要求量（BOD-day1） 

2005 年 3 月 10 日（木） 

生物化学的酸素要求量（BOD-day5） 2005 年 3 月 15 日（火） 

 

 

1.3  調査地点 

調査地点一覧表は表 1.3.1 に示すとおりである。 

表 1.3.1  調査地点一覧表 

調査地点番号 
起点（モニボンブリッジ） 

からの距離［km］ 
採水場所の状況 

W-1 9.7 民家の井戸 

W-2 20.0 メコン川 

W-3 23.3 養魚場 

W-4 32.7 池 

W-5 54.5 民家の井戸 
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1.4  調査方法 

1） 水素イオン濃度（ph） 

水素イオン濃度の測定及び分析は、採水時に暴気させないよう気を配り、直ちに ph メータ

ーを用いて測定をおこなった。 

2） 溶存酸素（DO） 

溶存酸素の測定及び分析は、採水時に暴気させないよう気を配り、直ちに DO メーターを用

いて測定をおこなった。 

3） 浮遊物質量（SS） 

試料 50～100ml についてろ過（フィルターはワットマン GFC を使用）をおこない、110℃で

乾燥後秤量し濃度を算出した。 

4） 生物化学的酸素要求量（BOD） 

生物化学的酸素要求量の分析は、数本のフラン瓶を用意し、1 本は 1 日目の溶存酸素量を測

定し、残りのフラン瓶は希釈率の異なる試料を入れ 20℃の恒温槽に 5 日間放置した後に溶存

酸素量を測定し、消費された溶存酸素量が生物化学的酸素要求量（BOD）となる。尚、溶存酸

素量の分析は、アルカリ性よう化カリウム・アジ化ナトリウム変法を用いた。 

 

1.5  調査結果の整理方法 

各項目の定量下限値および単位を表 1.5.1 に示す。 

表 1.5.1  調査結果の整理方法 

項目 記号 単位 調査結果の取り扱い 

水素イオン濃度 ph － 有効数字 2 桁 

溶存酸素 DO 有効数字 2 桁 

浮遊物質量 SS 整数 

生物化学的酸素要求量 BOD 

mg/l 

有効数字 2 桁 
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2. 調査結果 

2.1  水質汚濁測定結果概要 

水質汚濁測定結果一覧表を表 2.2.1 に示す。 

各項目の濃度は、水素イオン濃度（ph）7.1～8.3，溶存酸素（DO）1.3～8.9mg/l，浮遊物質量（SS）

20～98mg/l，生物化学的酸素要求量（BOD）0.25～19.0 mg/l であった。 

表 2.1.1  水質汚濁測定結果一覧表 

調査地点 
項目 単位 

W-1 W-2 W-3 W-4 W-5 

採水時の天候 － 晴 晴 晴 晴 晴 

水温 ℃ 29.5 29.5 32.1 28.6 29.7 

水素イオン濃度（ｐh） － 7.1 8.3 8.3 7.7 6.6 

溶存酸素量（DO） 2.0 7.4 8.9 4.4 1.3 

浮遊物質量（SS） 24 24 98 290 20 

生物化学的酸素要求量（BOD） 

mg/l 

1.2 0.42 19.0 4.6 0.25 

 

 

2.2  環境基準との比較 

「カ」国では、測定をおこなった全項目について環境基準が定められている。環境基準との比

較を表 2.2.1～表 2.2.2 に示す。尚、養魚場（W-3）及び池（W-4）は河川の基準と比較させた。 

環境基準と比較すると、溶存酸素（DO）は W-3 及び W-5 地点，浮遊物質量（SS）はＷ-4 地点，

生物化学的酸素要求量（BOD）は W-3 地点で超過していた。 

表 2.2.1  上水道における環境基準との比較 

水素イオン濃度 

（ph） 

［－］ 

溶存酸素 

（DO） 

［mg/l］ 

浮遊物質量 

（SS） 

［mg/l］ 

生物化学的酸素 

要求量（BOD） 

［mg/l］  

測定結果 
基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 

W-1 7.1 ○ 2.0 ○ 24 ○ 1.15 ○ 

W-5 6.6 ○ 1.3 × 20 ○ 0.25 ○ 

基準値 
6.0～9.0 の範囲内 

であること。 

2.0 mg/l 以上 

であること。 

50 mg/l 以下 

であること。 

30 mg/l 以下 

であること。 
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表 2.2.2  河川における環境基準との比較 

水素イオン濃度 

（ph） 

［－］ 

溶存酸素 

（DO） 

［mg/l］ 

浮遊物質量 

（SS） 

［mg/l］ 

生物化学的酸素 

要求量（BOD） 

［mg/l］  

測定結果 
基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 
測定結果 

基準の 

適否状況 

W-2 8.3 ○ 7.4 ○ 24 ○ 0.42 ○ 

W-3 8.3 ○ 8.9 × 98 ○ 19.1 × 

W-4 7.7 ○ 4.4 ○ 290 × 4.61 ○ 

基準値 
6.5～8.5 の範囲内 

であること。 

2.0～7.5mg/l の 

範囲内であること。 

25～100mg/l の 

範囲内であること。 

1.0～10.0mg/l の 

範囲内であること。 
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